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Abstract: We describe the possibility of "behavior" occurring in interrelationship in architectural design. We define "behavior" as 

overlooked value, and recognize it as essential for modern society or society from now on. If we can incorporate the behavior into 

building design, it is possible to establish the building as a sustainable culture, not just a product. How effective is the building 

method established in the period of high economic growth in Japan with various problems such as poetry aging and population 

decline? We insist on the importance of shifting design entities from single individuals to interrelationships to these problems and 

incorporate indices of behaviors in architectural design.

 

 

１．ふるまいとは 

私が取り上げているふるまいとは地域固有の資源や

物事の相互関係の中に生じる人々の動き、気候や環境、

材料や材質、規範や習慣などの挙動のことであり、人

の動きだけを指しているのではない. 

 

２．研究の目的 

戦後日本は、都市の復興や経済発展のために、建築

を文化の領域から切り離し、工業の領域へと移行した.

住宅やオフィスの大量供給、社会基盤の整備が進めら

れ、結果として、建築や自然環境は計測可能なものと

して数値化される.建築の工業化は、私たちの暮らしに

利便・安全をもたらしたが、「その過程で山や里の手入

れをして良好な環境を保全することや地元の材料と大

工で家を建てるといった生活文化の一部であった営為

は、工業化による産業の領域に差し替えられていった」

¹⁾工業化によって相互関係の中に生じるふるまいが見

落とされてきたのなら、こういったミクロな部分に目

を当てて建築や都市を考えることを目的とする. 

 

 

 

 

３．研究の方法 

建築家の塚本由晴氏が言及している「コモンナリテ

ィの広がりを捉えるための３３の言葉」と思想を基盤

として、科学者、哲学者、社会学者、建築家などの視

点から、ふるまいに応用できる言説を概観し、多角的

視点から考察することで、建築設計におけるふるまい

の設計提案への可能性を模索する. 

 

４． 相互関係性のデザイン 

建築の工業化が、相互関係の中に生じるふるまいを

見落とすことによって、人々の共同体意識を分解する

ことに繋がった.人々は、有機的に関係性を持った生活

から、生産システムによって莫大な選択肢を与えられ

ることで、個人の固有性を確保するようになる.その結

果プライバシーという考え方が急速に広がった.少子

高齢化・人口減少、経済が成熟したとされる現代にお

いて、これまでと同じ手法で建築や都市を考えていく

ことがどれほど有効なのか.こういった現状に対して

設計の主体を単独の目的や単独の敷地ではなく相互関

係性へと移行することの重要さを主張する. 

 

１：日大理工・学部・建築 ２：日大理工・教員・建築 

Table１ コモンナリティの広がりを捉えるための３３の言葉 
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４-１暗黙知の次元 

マイケルポランニーは、知識には明示化できる知識

とできない知識があることを明らかにしている.どう

やったらピッチャーが投げたボールをバットで打ち返

すことが出来るのか.という問いに対して的確に答え

るのは難しく、繰り返し練習することで打ち返すこと

が出来る.と答えるのが一般的だろう.この例え話から

知識には知的に知ることと経験的に知ることの二種類

あることが分かる.ふるまいに着目して建築を考えた

時に、ふるまいがどのように生成されているのかは、

知的に知ると同時に、利用者が経験的に知るしかなく

特定のふるまいのみに着目して空間化させるだけでは

ふるまいから建築を成立させることは出来ないことが

分かる. 

 

４-２建築的無意識 

難波和彦氏は「建築と人間の相互作用によって形成

される固定回路を建築的無意識」²⁾と呼ぶ.それは身長

や容姿などの遺伝的な回路、祭りや冠婚葬祭などの文

化的な回路、癖や習慣などの個人的な回路などの回路

が存在している.このように様々なレベルで存在して

いる回路=ふるまいと捉えるならば、設計者の役割は、

工業化によって断片化してしまったふるまいを把握し、

復元するのではなく、異なるふるまいを新しい形で統

合し、日常的に知覚できる状態にするために物事の関

連性や物理的な設えを提案することであり、そうする

ことによって人々の自律的なふるまいが反復されるよ

うになる. 

 

 

Figure1 断片化したふるまいを再編 

 

５．文化として持続可能にする条件 

ふるまいから建築を考えた時に、ふるまいのみに着

目するのではなく、異なるふるまいを再編しそれを知

覚するための物理的な設えを提案する必要性が分かっ

た.ふるまいイベントなどの一時的な資源としてでな

く持続可能な資源として扱うための条件を考える.                                 

５-１小さな経済圏               

山本理顕氏が提唱する地域社会圏での住居、通称イエ

は見世と寝間によって構成される.その地域の内側で

既存の生産システムに依存しない「小さな経済圏」³⁾

を媒介として共同体意識の回復を試みている。塚本氏

によると「Ｂ・ルドフスキーは、小さな経済よって捉

えた人・モノを含めた相互関連の全体性を人々に内包

された習慣によって見ようとする」⁴⁾と述べている.こ

れは、相互関係性を考えることなく唐突に挿入される

市庁舎などの広場が上手く機能してないように、その

場の特性や環境を考えることなしに小さな経済だけで

は、ふるまいから建築を考えることは出来ず、その場

の物的環境を考える必要性があることを示している. 

 

5-2 原っぱ 

青木淳氏は、特定の機能から生じる単一の行為ではな

く、「そこで人が独自に楽しい行動を発見し独自に発展

させるきっかけがある空間」⁵⁾を原っぱと呼ぶ.利用者

が設計者から空間を一方通行的に与えられるのをやめ、

利用者が能動的に空間に関わること自体を空間成立の

ための根拠としている.塚本氏によると「Ｈ・ルフェー

ブルは、経済の中心（商業活動の集積）とは別に、ス

ポーツや演劇など身体の遊戯性が持つ集合の原理を遊

戯的中心と呼ぶ」⁶⁾これからの建築には、単一の目的

や機能で完結するのではなく、様々なパーソナルを受

け入れることのできる公共性の必要性が考えられる. 

 

 

Figure2 文化として持続可能にする条件 

 

まとめ 

ふるまいから建築について考える際に、ふるまいのみ

に着目して考えるだけでは不十分であり、相互関係性

を考えることが必要であることが分かった.また、ふる

まいを一過性のものとしてではなく、持続可能な資源

として建築的要素としてに扱うために経済・慣習・遊

びの三つの条件を満たすことも必要である. 
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